
　計画敷地は、 JR 松永駅北口とする。 JR 松永駅は福山大学の最寄り駅で

あり、 計画敷地周辺には福山大学のスクールバスターミナル発着点が設けら

れており、 福山大学の学生をはじめとする多くの学生が日常的に利用する通

学動線上にあたるが、 地域と学生との接点は希薄である。

計画敷地

計画敷地

福山大学

N

JR松永駅

計画敷地

200m

福山大学スクール
バスターミナル

誘いの商店街
ー松永駅北口における地域資源を活かした拠点形成ー

提案

ペデストリアンデッキの設置
駅前整備（駅前交通整理と歩車分離）
拠点形成（リノベーション拠点・新築拠点）
福山大学スクールバスターミナル移転
公共スペース（トイレ・駐車場・駐輪場・広場）
整備
道路・歩道同レベル化
駅機能整備（待合室の拡充）
経営体験 ( 拠点 a-2・拠点ｂ)、ワークショップ ( 広場 )
空きスペースの活用 ( ゴミ回収ボックスの設置・住民
専用駐輪場の整備 )

駅前混雑、駅前駐車場跡、駅前路線バス停留所跡、共用スペース
（トイレ・駐車場・駐輪場・広場）の不足（イベント環境が十分でない）、

既存溢れ出し、道路・歩道の段差、駅機能（待合）の不足

福山大学を初めとする学生と地域の接点が希薄
→地域と大学の交流促進

広場がない、飲食店などの店舗以外に集う場所がない、
商店街空きスペースの活用

［現状・課題］

［現状・課題］

［現状・課題］

計画概要

―共用スペースの改善―　計画地と周辺の利便性・快適性の向上１

 —キャンパス化—　子供から学生が成功体験を得られる場所２

—滞在拠点の形成—　人々が憩う場所３

計画詳細計画方針・展望

　商店街の 38 軒を対象として、 居住者の生活の場を損なうことなく、

既存の建物を最大限残した計画とする。 一方で、 商店街の建物は

耐久性の観点からも将来的には建て替えが必要となる。 JR 松永駅

から商店街に不足する機能を付加し、 通過点と化した商店街に価

値を与える。 共用スペースを整備することで、 住民と来訪者の双方

が利用しやすい商店街へ転換する。

　計画の一環として、 JR 松永駅から商店街の一部にペデストリアン

デッキを整備し、 人々の流れを創出する場を形成する。 計画地は

無電柱化を行い、 今後建築される建物については、 このデッキと

整合性のとれた計画とすることを前提とする。

ペデストリアンデッキ

配置・断面ダイアグラム

回遊型歩行者動線の形成3
商店街の各拠点を繋ぎ、 アクセスを可能にする回遊型歩行者動線をペデストリアンデッキの

設置により、 形成する。 拠点は低層 (2 階建て ) とし、 拠点デッキと道路 ・ 歩道上デッキの

高さに変化を与え、 拠点敷地内の階段で昇降をする。

配置・断面計画

１
JR 松永駅 3 階 ( 改札階 ) から商店街方面へ

直結するペデストリアンデッキを整備する。 駅

利用者の動線整理により、 駅前交通の整理と

歩者分離を促し、 駅前混雑の緩和を目指す。

JR 松永駅 3 階（改札階）

とデッキ接続

0 55555 m

JR松永駅 3階 (改札階 )平面拡大図

EV

コンコース

階段 改札階とデッキの
接続

デッキ導入口
既存の壁をなくして

デッキを増築

商店街方向へ

事務所

スクールバス停移転・経路変更案

0 100 m

スーパー

松永駅

現在の通学路

現在の福山大学
スクールバス
ターミナル

移転

新スクールバス
ターミナル

新通学路

新バス経路

現在のバス経路

２号線

N

新通学路

現在の通学路

新バス経路

移転

2
JR 松永駅前福山大学スクールバスターミナルを国

道 2 号線北側の敷地に移転する。 松永府中線ま

では、 右回りの循環路線とする。 福山大学の学生

をはじめとして、 商店街を通学路とすることで商店

街との接点を持たせる。

バスターミナルの移転

＋バス経路変更

人が住んでいる建物の前
高さ 2,000mm の防護壁を設置し、 住民の生活行動が目立たないようにする

その他
高さ 1,100mm の手すり壁を設置

デッキの手すり壁・防護壁

デッキは通路としての役割だけではなく、 机や椅子を常設し、

日常時利用からイベント時利用を考慮している。 イベント開催

時には一部を出店スペースとしても利用できる。

飲食・休憩スペース（出店スペース）

イベント時の出店も可能とし、 回遊性のある場を創出。

デッキの設置により、 駅利用者の動線を整理し、 人々

の滞留の場へ。

外観 歩道

歩道上幅は約 3,000mm である。 夜店などのイベント時には

歩道上で出店を行っている。

JR 松永駅

商店街東側立面図 S=1/500

0 5050505050 m

東側連続立面（5軒）

2025年5月16日撮影

東側側連続立面（17軒）

A

2025年5月16日撮影

2025年5月16日撮影2025年5月16日撮影

西側連続立面（10軒） 西側連続立面（6軒）

C

B

D

松永駅北口商店街現状 (2025年 12月時点 )

ペルー料理店（1階）

民泊（2階）

福山大学
M亭

英会話教室
貸店舗募集

N

JR 松永駅

駐車場

ブロック塀
ブロック塀

飲食店開店予定
改装中

敷地調査

貸店舗募集

空き家

元店舗

空きスペース

ゴミステーション

夜市・ハロウィン
開催時歩行者天国

アーケード既存

アーケード撤去済み
（2025 年 6月以降）

営業店舗

駐車場

P

２号線

美容室

衣料品店

代行センター
美容室

理容室

餅店

老舗食堂
学習塾・事務所・美容室（1階）

学習塾・住戸（2階）

住戸（3階）

学習塾（1階）

住戸（2～ 4階）

美容室（1階）

住戸（2～ 5階）

裏道

２ ３ １８ ３ 貸店舗募集（1階）

福祉オフィス（2階）
３

６２４

畑

駐車場

P

駐車場

P

2025 年 8 月撤去

呉服屋

飲食店

たばこ屋

ハロウィン歩行者天国

（2025年 10月 25日）

アーケード撤去

（2025年 6月 1日（左）,11月 30日（右））

夜店開催日の歩行者天国

（2025年 7月 25日）

地域と学生が協働する
まちづくりの枠組みを構築

福山大学

の学生

JR 松永駅
北口前JR 松永駅

まちづくり 持続可能

商店街

地域資源

　駅北口は今、 商店街としての役割を終え、 通過点となっている。 本計画では、 「福山大学の学生」、

「JR松永駅」、「JR松永駅北口前」、「R松永駅北口商店街」を地域資源として活かし、商店街の再編を行う。

本計画の目的は、 大学 ・学生と地域が協働する持続可能な拠点形成の在り方を、 建築 ・共用スペース

の提案を通じて示し、 まちづくりを推進することである。

　地域住民を主体とした北口商店街での夜店やハロウィンイベント ・ アーケード撤去などの取組が生まれ、

まちづくりの機運が高まっている。 2024 年には松永駅周辺の賑わいビジョンが作成された ¹⁾。 地域再生と

商店街の再構築の可能性を探る必要性から本計画に至った。

　現在の商店街では、 多くの元店舗で常時シャッターが下りている。 しかし、 一見空き家に見えるものも

あるが、 実際には多くの人が居住している。 施設は学習塾や英会話教室、 ペルー料理店や老舗食堂

などが営業している。 老朽化した建物もあり、景観としての魅力にも欠ける。 加えて、街灯の数が少なく、

夜間は歩行者にとって不安な環境である。

商店街　（2025年 5月 13日）
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計画詳細
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歩道上デッキ
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道路・歩道上
デッキ

歩道上デッキ

拠点 拠点

道路・歩道上
デッキ

拠点

歩道上デッキ

歩道上デッキ

道路上デッキ

道路・歩道上デッキから拠点

敷地内に設けた階段で昇降

拠点デッキを設置し、道路・

歩道上デッキから拠点への

アクセスが可能

歩道 道路 歩道 歩道 道路 歩道
拠点 拠点

道路・歩道デッキ
拠点

拠点デッキ

階段

道路

道路

道路 道路

道路・歩道上デッキ

歩道 歩道

歩道上デッキ歩道上デッキ

階段

階段

階段

拠点デッキ

phase1 phase2 phase3 phase4 phase5

拠点と歩道上デッキを配置

歩道上デッキは GL＋6,000mm

（松永駅３階改札階）に合わ

せて配置

歩道上デッキを繋ぐ道路上

デッキを配置し、道路上の

空間を有効活用

商店街の拠点となる施設

を配置

拠点

歩道 道路 歩道 歩道 道路 歩道 歩道 道路 歩道

道路上デッキ
拠点

敷地

0 5050505050 m

A エリア Bエリア

JR 松永駅

新築
拠点 a-1 新築

拠点 b

ペデストリアンデッキの設置
Dエリア

交流

飲食・休憩
スペース

商店街中心地

広場の整備

学習環境の整備
学業成果の共有

学び
福山大学と商店街の結節点

駅前交通の整理
駐車場・駐輪場・タクシー

乗り場の整理

駅改札階と
デッキの接続

歩車分離

福山大学スクールバスターミナル
移転＋バス経路変更

福山大学から

福山大学学生専用
駐輪場整備

会館

各拠点と松永駅 3階
( 改札階 ) を繋ぐ

交番

広場
新築拠点 c

住民専用駐輪場
の整備

ゴミ回収ボックスの設置
（ゴミステーションの集約）

★

★

駅前広場整備

リノベーション
拠点 a-2

２号線

スーパー

商店街玄関口

待合
休憩・待合スペース整備
実践型経営体験の場整備

実践型経営体験の場整備
（学生店舗　飲食）

福山大学へ

新バス経路

駅機能整備
待合室の拡充

Cエリア
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交番

駐輪場（１階）
駐車場（２階）

パーク＆ライド

松永駅北第２
自転車駐輪場

パーキング

月極駐車場

バス停跡

駐車場

駅北口利用詳細

JR松永駅

公衆トイレ
（使用不可）

市営松永駅北口駐車場
（２階建て）

P

タクシー駐車
スペース

TAXI

BUS

P

P

N

商店街西側立面図 S=1/500

「学び機能」新築拠点 a-1

コワーキングスペース研究展示スペース
—福山大学の学生の学習成果共有—

地域開放研究展示スペース

大学生の研究などを展示する。 授業の一環として、 学生や教員

をはじめとして、 地域の人などに向けて発表し、 好評を行う。

—学習環境の整備—

地域開放学びスペース

福山大学の学生に限らず、 誰もが利用できる

地域に解放した学習スペース。

地域に開放したキャンパス

新築拠点 b（経営体験の場）

学生食堂

　イベント開催時の利用を考慮し、 トイレと待合室を

近接して配置した。 イベント時にはイベントスペース

として貸し出す。 日常時には、 バスや電車の待ち

時間を快適に過ごせる空間として利用できる。

待合室

待合室・トイレの整備

—イベント開催場所としての設備整備—

＋待合 ・休憩機能

—キャンパス化×商業機能—

　1. 福山大学の学食提供　

• 委託運営

大学×まちの事業者

2.　ポップアップ店舗

学生×まちの事業者

• 学生と事業者の共同運営

• 福山大学学生の単位取得のしくみ

• 1 ～ 3 か月で店舗の入れ替え

• 拠点運営費創出

3.　ワークショップスタジオ

学生×子供

• 学生主体運営

• プログラム型ものづくりワークショップ

「待合機能」地域に開放したキャンパス

「交流機能」新築拠点ｃ

２． 野菜の栽培 ・収穫 ・販売ワークショップ

広場の一部に小規模な畑を設け、 地域の幼児から

小学生までの子供を対象に野菜の栽培 ・収穫 ・販

売を一環として体験できるワークショップを行う。

LIBRARY

具体的な取り組み

１． 日常イベントの開催

• 本の読み聞かせ ・貸出

• マルシェ

—交流拠点となる広場整備—

管理組織を結成し、 広場の管理 ・ イベント企画を行う。 活動団体や自治体 （福山市）

などがイベント目的での利用する際は広場を貸出す。 利用料 （出展料など） は広場の

管理費等に充てる。

待合室 ・ 駐車場 ・ 駐輪場 ・ タ

クシー乗り場をまとめて配置し、

駅前スペースを整備する。

駅前混雑の緩和と歩車分離の

促進

効果

市営松永駅北口駐車場は利

用者の減少により廃止された

が、 駅前ではタクシーや送

迎のための自家用車が混雑

している。

廃止された路線バス停留所 ・

老朽化した市営松永駅前駐車

場（立体駐車場）は撤去する。

計画現状

商店街歩道、道路・歩道同レベル化

道路・歩道のレベル同一化道路より歩道が高い

歩道
道路

歩道 歩道
道路

歩道

歩道に合わせて道路を埋める　商店街の歩道は商店街の歩道は住民の自転車やバイクが駐車されており、 歩道が住民の生活空間の一部

として利用されている。 商店街では、 道路と歩道との間に段差がある。 歩道と道路の段差により、 高齢者が

手押し車や自転車を押して通行する際には移動が困難な様子が見られた。 歩道高に合わせて道路を嵩上げ

することにより、 道路と歩道の同レベル化を図る。 段差解消により、 利用者の安全性や利便性が期待できる。

リノベーション拠点 a-2（経営体験の場）

　建物の貸店舗部分をリノベーションする。 JR 松永駅北口は南口と

比較して、 飲食店や宿泊施設が少ないため、 １階を飲食店、 ２階

をゲストルームとする。 福山大学の学生をはじめとする学生がまちの

経営者に起業のための実務指導をしてもらいながら働く。

▪ 木造 / 鉄骨コンクリートとブロック造２階建て

▪ 店舗併用住宅

▪ 昭和 35 年～ ( 店舗 ),

    昭和 47 年～ （倉庫 ・居）

▪ 切妻屋根

▪ 一部貸店舗募集

建物概要（現状）

路線バス停留所跡

（2025年 10月 5日）

　市営松永駅北口駐車場　（2025年 10月 5日）

駅前交通状況

（2025年 11月 5日）

JR 松永駅

駐車された自転車

（2025年 11月 30日）

道路と歩道の段差

（2025年 11月 30日）

拠点施設概要

　拠点施設は新築 3 棟 ( 拠点 a-1, 拠点 b, 拠点 c) とリノベーション 1 棟 ( 拠点

a-2) の 4 箇所である。 新築拠点 ( 拠点 a-1 ・ 拠点 a-2, 拠点 b, 拠点 c) はそれ

ぞれ 「学び」 「待合」 「交流」 の機能を持たせる。

施設の運営方法としては、 拠点 a-1 ・ 拠点 b, ・ 拠点 a-2 は福山大学とまちの

経営者との共同運営とし、 拠点 c は民間組織での管理とする。 拠点 a-2 と拠

点 b は実践型経営体験の場とし、 まちの経営者は学生の起業支援 ・実務指導

を担う。 学生は学生店舗の運営を通じて、 実践的な経営体験ができる。 学生

と地域が持続的に関わる体制を構築する。 商店街の空きテナントへの入居を促

進し、 誰もが参加しやすい街を実現する。

駅前整備

参考文献
1) 松永駅周辺にぎわい再生ビジョン（閲覧日 2025年 7月 15日 https://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/uploaded/attachment/304915.pdf

新築拠点ｂ

拠点ｃ　商店街広場

リノベーション拠点 a-2
新築拠点 a-1

JR 松永駅

JR 松永駅北口前

2号線

ゲストルームいこい 居酒屋いこい
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松永駅北口の提案

送迎車が一時的に
駐車できる

駐車場
（15台）

駐輪場

JR 松永駅

EV

タクシー
乗り場

芝生

N

駅へ商店街へ

待合室へ

タクシーへ

車へ

駐輪場へ

商店街へ

駅利用者・送迎待ち・
タクシー利用者を対象

として設置

待合室

駅前広場

１．福山大学

学生の派遣

２．まちの経営者・事業者
学生の起業・経営体験支援・

実務指導・店舗運営

￥ 利益

４．地方自治体 (福山市 )
デッキの管理・整備

イベントの開催

(イベント依頼窓口 )

拠点の運営
３．福山大学学生

店舗運営・起業体験

拠点運営費の創出

５．民間団体
広場の維持・管理・

イベント企画

イベント開催依頼

貸出

利用料 (利益 )￥

テナント収入

［テナント料 (セミナー・学生店舗 )］

イベント収入

［出展料 (マルシェ・夜店 )］

����������

委託運営
拠
点
の
管
理
・
運
営

再投資

—学生と地域が持続的に関わる体制の構築—

￥ 利益

共
同
運
営
組
織


